




















































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大乍心理･教育研究論岱 第 31号 (20)2年 3j｣31Fl)
ある｡
そこで以下では,｢ライフサイクル 11fecycle｣,






















































































｢最も ｢近 しい｣ ものを好む - あるいは最
















































ソンの言 う ｢徳 vjrtue｣は,事実性 と規範性
という二重の性格をまとった概念である6)｡ま


























のケアを通 して,自らの徳 - ｢希望 hope｣









限 りにおいて,徳の ｢相互活性化 mutualac-


































































































































































ラディカル ･フェミニス トは- それを ｢戦


































































エ リクソンにおける女伯三性 とジェンダー(2)-アイデンティティ･親耗性 ･ケアー
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神奈川大7=心理 ･教育研究論張 第 31号 (2012年 3ノ131n)
誠信書房,2011年｡
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書房,1971年｡
- (1968)E･H･エ リクソン (岩瀬庸理訳)
『アイデンティティ :青年と危機』金沢文庫,
1973年｡
- (1969)E･H･エ リクソン (星野美賀子
訳)『ガンディーの真理』全 2巻,みすず書
房,1973-1974年｡
- (1974)E･H･エ リクソン (五十嵐武士
訳)『歴史のなかのアイデンティティ :ジェ
フアソンと現代』みすず書房,1979年｡
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